
森林環境譲与税を活用した取組み 農政課林政係（内線616）

森林には、土砂崩れ防止や水を蓄える機能などさまざまな働きがあります。この森林が持つ公益的機能の維持増進
のため、令和元年度より森林環境税及び森林環境譲与税が創設されました。
市では、令和元年度に森林環境譲与税を活用し、次のとおり取り組みました。

本市は、森林面積が約25,000haと広範な状況にあるものの、適切な整備が行われていない森林が見られることか
ら、森林経営管理制度に積極的に取り組み、本税をこれらの森林整備に活用することとしています。
意向調査により経営管理を市に委託したいと回答があった森林については、今後、森林管理権集積計画を作成し、森
林の整備を行っていきます。
また、森林・林業・木材産業等の専門家で構成された協議会や現地視察を実施したことで、素材生産から加工・流通、木
材利用に至る一連の状況や課題について見識を広めるとともに、これらに係る共通認識の下、森林環境譲与税の効果
的な活用等について協議・検討することができました。
さらに、森林環境譲与税の概要等に関する市民向け説明会を開催したことで、これらについて理解を深めるとともに、
森林整備等について意識向上を図ることができました。

税導入の効果

【事業名】森林環境譲与税活用森林整備事業
意向調査事業区分

事業総額（千円） 1,837 355 14,167

うち
森林環境譲与税（千円） 1,837 355 14,167

意向調査の準備作業 基金積立（森林整備等）

今後増加する意向調査やそれ
に関する森林整備のほか、令
和2年度に航空レーザ計測お
よび森林資源解析（樹種、樹
高、材積等）を実施する。

事業効果 ・説明会参加者の森林環境譲
与税等の理解が深まった。

・協議会を開催することで来
年度以降の取組方針の検討
が進んだ。

・里川町地内の森林所有者85
人の特定と経営管理に係る
意向の確認ができ、来年度の
新たな森林整備箇所の把握
につながった。

今後増大する森林経営管理法
に基づく意向調査や、意向調
査の準備（航空レーザ計測・森
林資源解析）に備えた積立。

事業内容
森林環境譲与税の概要等に関
する説明会や事務補助員の雇
用を実施。

協議会における森林環境譲与
税の使途の検討や、森林経営
管理法に基づく森林所有者へ
の意向調査を実施。

基金積立：14,167千円実績 説明会：11回(107人)
事務補助員の雇用：1人

協議会の開催：2回
意向調査実施面積：211ha
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健康づくり推進課（73-1212）問

つかもう
チャレンジ

みんなでつかもう未来の健康
みんなでチャレンジ健康づくり

市の課題

その5市第２次健康増進計画～健康づくりに重要な６つの分野

目　標

・ 禁煙する  ・ 受動喫煙を防止する
・ 飲酒は適正量の範囲にする

「 喫煙および飲酒 」 健康づくりの目標と取り組み

喫煙は、がんや呼吸器、循環器などの多くの疾患にかかるとされているため、
喫煙率を下げることが重要です。個人の禁煙、禁煙指導だけでなく、周囲の受動喫煙防止に努めましょう。

飲酒は、自分の適量を知り、週 2 日は休肝日を設けるなど、
節度のある飲酒をこころがけることが大切です。

また、妊娠中の喫煙・飲酒は胎児にさまざまな悪影響を及ぼすといわれています。
子どものことを考えない喫煙・飲酒習慣は、子どもの成長を阻害し、後々の習慣として受け継がれ、

健康被害を及ぼすことが考えられるため、見直しが必要です。
「みんなでチャレンジ健康づくり みんなでつかもう未来の健康」を合言葉に

それぞれの年代・場所で連携しながら健康寿命を伸ばすために取り組みましょう ！

・ 妊婦の喫煙者がいる
・ 産後、喫煙している産婦は3％、妊婦の夫の喫煙率は41％、
   小中学生のいる家庭での喫煙率は50.5％と受動喫煙のリスクがある

・ 壮年期の男性の約4割が飲酒しており、適量を超えて飲んでいる方も少なくない
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「喫煙および飲酒」　ライフステージ別　課題・目標・取り組み
ライフステージ 課題 目標 個人や家庭での取り組み 地域や行政等の取り組み

＊ COPD（慢性閉塞性肺疾患）：主にたばこの有害な空気を吸い込むことにより、気管支や肺胞などに障害が生じる病気

妊娠期～
産婦期

・喫煙、飲酒が妊婦や胎児に
及ぼす影響について情報
提供する

・禁煙、禁酒指導をする

・妊産婦の喫煙、飲酒
をなくす

・妊産婦のいる家庭の
受動喫煙を防ぐ

・妊産婦の喫煙、飲酒また
は夫からの受動喫煙によ
り胎児への影響や健康問
題を生じる可能性がある

乳幼児期
（0～5歳）

・たばこの健康の害について理
解し、家族を受動喫煙から守る

・家族は禁煙する
・子どもの手の届く所にたばこや

お酒をおかない

・受動喫煙が乳幼児に及ぼ
す影響について情報提供
する（乳幼児突然死症候群
や呼吸器疾患など）

・たばこの誤飲予防教育を
行う

・家族は禁煙する
・受動喫煙を防ぐ
・たばこやお酒の誤飲

を防ぐ

・受動喫煙により、健康被害
を生じる可能性がある

・たばこやお酒の誤飲事故
を招きやすい

青年期
（20～39歳）

・禁煙に挑戦する
・喫煙者は周囲への受動喫煙防

止に努める
・アルコール摂取は適正量を守

り、週２日は休肝日を設ける

・たばこや過度の飲酒によ
る健康影響や生活習慣病
との関連についての情報
提供

・受動喫煙防止の推進
・禁煙をサポートするための

情報提供

・たばこやお酒と生活
習慣病の関係を理解
し適切な行動をとる

・１日の適正飲酒を理
解し、適量を守り、休
肝日を設ける

・喫煙は常習化しやすく、受
動喫煙による周囲への健
康影響を生じる

・過度の飲酒は健康を阻害
し、生活習慣病のリスクを
高める

学童期
（6～12歳）

青少年期
（13～19歳）

・家族は受動喫煙を防ぐ
・家族で喫煙、飲酒習慣を見直す
・身体に与える影響を理解し、喫

煙、飲酒を行わない

・たばこや過度の飲酒によ
る健康影響についての正
しい知識の普及啓発

・禁煙や分煙の推進
・未成年がたばこやお酒に

触れない環境整備

・家族は禁煙する
・受動喫煙を防ぐ
・喫煙、飲酒の害につ

いて理解し、喫煙、飲
酒をしない

・受動喫煙により、健康被害
を生じる可能性がある

・家庭内に喫煙者がいる場
合、子どもが喫煙を開始
する可能性あり

・飲酒は急性アルコール中
毒やアルコール依存症な
どを起こしやすい

・禁煙に挑戦する
・喫煙者は周囲への受動喫煙防

止に努める
・アルコール摂取は適正量を守

り、週２日は休肝日を設ける

壮年期
（40～64歳）

・COPD＊や飲酒による健康
被害についての知識の普
及

・受動喫煙防止の推進
・禁煙をサポートするための

情報提供

・喫煙および受動喫煙
の健康影響について
理解し、禁煙に挑戦
する

・１日の適正飲酒を理
解し、適量を守り、休
肝日を設ける

・男 女ともに喫 煙による
COPD＊のリスクが高まっ
ている

・男性の4割以上が毎日飲
酒している

・禁煙に挑戦する
・喫煙者は周囲への受動喫煙防

止に努める
・アルコール摂取は適正量を守

り、週２日は休肝日を設ける

・COPD＊や飲酒による健康
被害についての知識の普
及

・受動喫煙防止の推進
・禁煙をサポートするための

情報提供

高齢期
（65～74歳）

・喫煙者の2割がCOPD＊を
発症する

・男性の4割以上が毎日飲
酒している

・禁煙に挑戦する
・喫煙者は周囲への受動喫煙防

止に努める
・アルコール摂取は適正量を守

り、週２日は休肝日を設ける

・COPD＊や飲酒による健康
被害についての知識の普
及

・受動喫煙防止の推進
・禁煙をサポートするための

情報提供

高齢期
（75歳以上）

・COPD＊の認知度が低く、
発症に気付かず、見過ご
されがちである

・男性の4割以上が毎日お
酒を飲んでいる

・COPD＊について知
り、禁煙に挑戦する

・健康を維持するため
の適正飲酒量を知
り、範囲内で楽しむ

・COPD＊について知
り、禁煙に挑戦する

・適量飲酒を心がけ、
多量飲酒をしない

・妊産婦は身体に与える影響を
理解し、喫煙、飲酒を行わない

・受動喫煙について理解し、家族
で喫煙、飲酒習慣を見直す
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20
歳
に
な
れ
ば
、
必
ず
国
民
年
金
に
加
入

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
（
厚
生
年
金
・
共

済
年
金
の
加
入
者
を
除
く
）。
20
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
る
と
、
日
本
年
金
機
構
か

ら
「
国
民
年
金
加
入
の
お
知
ら
せ
」
が
届

き
ま
す
。
な
お
、
学
生
で
保
険
料
を
納
付

す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
学
生
納
付

特
例
制
度
が
利
用
で
き
ま
す
。

退
職
や
雇
用
形
態
が
変
わ
る
な
ど
に
よ

り
、
厚
生
年
金
・
共
済
年
金
を
や
め
た
と

き
は
、
短
期
間
で
あ
っ
て
も
国
民
年
金
の

資
格
取
得
の
届
出
が
必
要
で
す
。

ライフステージごとに必要な手続きをお忘れなく
成人、就職、結婚、定年…。人生には、さまざまなできごとがあります。そのような人生の転機には、
将来受け取る大切な年金のために、国民年金の手続きを忘れずに行いましょう。

配
偶
者
が
定
年
退
職
し
て
、
厚
生
年
金
・

共
済
年
金
の
扶
養
か
ら
は
ず
れ
た
方
は
、

60
歳
ま
で
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
健
康
保
険
が
任
意
継
続
被

保
険
者
で
あ
っ
て
も
、
国
民
年
金
は
、
被

扶
養
者
（
3
号
被
保
険
者
）
か
ら
、
ご

自
身
で
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
1

号
被
保
険
者
へ
の
種
別
変
更
手
続
き
が
必

要
で
す
。

国
民
年
金
1
号
被
保
険
者
は
、
市
役
所
で

年
金
手
帳
の
再
交
付
申
請
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。申
請
し
て
か
ら
数
週
間
後
に
、

日
本
年
金
機
構
か
ら
自
宅
へ
郵
送
さ
れ
ま

す
。
お
急
ぎ
の
場
合
は
、
身
分
証
明
書
等

を
持
参
の
上
、
水
戸
北
年
金
事
務
所
で
本

人
が
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

＊
厚
生
年
金
加
入
中
の
方
は
勤
務
先
、
配

偶
者
の
扶
養
に
入
っ
て
い
る
方
（
３
号
被

保
険
者
）
は
配
偶
者
の
勤
務
先
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
（
１
６
５
４
０
円
／
月

額
〈
令
和
２
年
度
〉）
に
加
え
て
、
月
額

4
0
0
円
の
付
加
保
険
料
を
納
め
る
と
、

将
来
の
老
齢
基
礎
年
金
に
付
加
年
金
が

加
算
さ
れ
ま
す
。

●
付
加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
、
国
民
年
金
１
号
被
保
険
者
お
よ
び

任
意
加
入
被
保
険
者
で
す
。

●
付
加
保
険
料
の
納
付
は
、
申
込
み
を
し

た
月
分
か
ら
と
な
り
ま
す
。

●
付
加
年
金
（
年
額
）
は
、「
付
加
保
険

料
納
付
月
数
×
２
０
０
円
」で
計
算
し
ま
す
。

年
金
を
受
け
取
り
始
め
て
２
年
で
、
納
付

し
た
付
加
保
険
料
の
合
計
額
に
見
合
う
付

加
年
金
額
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

前
年
の
所
得
に
応
じ
て
、
保
険
料
の
全
額

ま
た
は一部
が
免
除
と
な
る
「
保
険
料
免

除
制
度
」
や
、
50
歳
未
満
の
方
に
は
「
納

付
猶
予
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

＊
免
除
を
受
け
る
た
め
の
基
準
額
等
、
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
た
め

に
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
40
年
間
保

険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
10

年
の
年
金
受
給
資
格
期
間
を
満
た
し
て
い

て
、
過
去
に
未
納
が
あ
り
年
金
額
を
満
額

に
近
づ
け
た
い
方
は
、
60
歳
か
ら
65
歳
ま

で
の
間
に
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
、

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
年
金
受
給
資
格
期
間
を
満
た
し
て
い

な
い
方
は
、
70
歳
に
な
る
ま
で
任
意
加
入

で
き
ま
す
。
納
付
は
加
入
し
た
月
分
か
ら

で
、
口
座
振
替
が
原
則
で
す
。

特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
を
受
給
し
て

い
る
方
に
は
、
65
歳
の
誕
生
月
の
初
め
に

日
本
年
金
機
構
か
ら
ハ
ガ
キ
形
式
の
「
年

金
請
求
書
（
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
保

険
老
齢
給
付
）」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
必

要
事
項
を
記
入
し
、返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

国民年金通信

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
請
求
書
が
届

い
て
い
る
方
へ

新
た
に
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
対
象

と
な
る
方
へ
は
、
10
月
中
旬
頃
に
年
金
機

構
か
ら
請
求
書
（
ハ
ガ
キ
）
が
送
付
さ
れ

て
い
ま
す
。
令
和
３
年
２
月
１
日
ま
で
に

請
求
手
続
き
が
完
了
す
る
と
、
令
和
２
年

８
月
分
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
お
早
め
に
年
金
機
構
へ

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

◆
問
：
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
（
０
５
７
０

‐
０
５
‐
１
１
６
５
）

【
各
種
手
続
き
先
】

保
険
年
金
課
年
金
医
療
係

（
内
線
１
１
７
・
１
１
８
）、
各
支
所

【
年
金
に
関
す
る
お
問
合
せ
先
】

日
本
年
金
機
構 

水
戸
北
年
金
事
務
所

（
０
２
９
‐
２
３
１
‐
２
２
８
３
）

Q

今
年
で
20
歳
に
な
り
ま
す
。
国

民
年
金
に
は
加
入
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
の
で
す
か
？

Q

会
社
を
退
職
し
ま
し
た
。
１
カ
月

後
に
別
の
会
社
に
就
職
す
る
予
定

で
す
が
、
国
民
年
金
の
手
続
き
は

必
要
で
す
か
？

Q

厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
た
夫

（
妻
）
が
定
年
退
職
し
ま
し
た
。

何
か
手
続
き
が
必
要
で
す
か
？

Q

所
得
が
少
な
く
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
困
難
で
す
。
ど
う
す
れ
ば

い
い
で
す
か
？

Q

今
年
で
65
歳
に
な
り
ま
す
。
す
で

に
厚
生
年
金
を
受
給
し
て
い
ま
す

が
、
国
民
年
金
の
請
求
は
ど
の
よ

う
な
手
続
き
が
必
要
で
す
か
？

Q

60
歳
に
な
り
ま
し
た
が
、
20
歳
の

頃
に
３
カ
月
分
の
未
納
が
あ
り
ま

す
。
満
額
の
年
金
を
受
け
取
る
こ

と
は
で
き
ま
す
か
？

Q

年
金
手
帳
を
紛
失
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
再
発
行
は
で
き
ま
す
か
？

Q

将
来
受
け
取
る
年
金
額
が
増
え
る

制
度
が
あ
る
っ
て
本
当
？

18



　
秋
風
を
感
じ
な
が
ら
馬
坂
城
址
の
見

ど
こ
ろ
を
巡
る
散
策
コ
ー
ス
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
馬
坂
城
が
あ
る
天
神
林
町
は

佐
竹
氏
発
祥
の
地
と
い
わ
れ
、
佐
竹
氏

４
７
０
年
の
歴
史
文
化
が
息
づ
い
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
も
、
今
回
は
佐
竹
氏一族

が
築
い
た
「
馬
坂
城
址
の
遺
構
」
の
見

ど
こ
ろ
を
巡
り
ま
す
。

　
城
址
内
の
散
策
路
は
き
れ
い
に
整
備

さ
れ
、
随
所
に
案
内
看
板
が
あ
り
ま
す
。

　
当
時
の
城
主
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
、

ゆ
っ
た
り
と
散
策
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

＊
散
策
コ
ー
ス
沿
い
は

す
べ
て
私
有
地
で
す
。

住
宅
地
や
野
菜
畑
等

に
立
ち
入
ら
な
い
よ

う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

て
く
て
く

ウ
ォ
ー
ク

て
く
て
く

ウ
ォ
ー
ク

111

【
ス
タ
ー
ト
】佐
竹
寺
前
天
神
林

お
宝
マ
ッ
プ
看
板 

▼
距
離
…
約
4
km

▼
時
間
…
約
３
時
間

馬
坂
城
址
コ
ー
ス

石塔山❺

頂上に五輪塔があったことからその名
がついた見晴らし台です。日光連山を
眺められます。石塔山のふもとには、
鶴が池の洪水を防ぐために堤の人柱
となったという鶴女を供養する弁財
天の石碑があります。

物見塚❹

円墳を転用した物見
台です。馬坂城址保存
会の方々が設置したベ
ンチがあり、四季折々
の景色が楽しめます。

稲村神社❶

久自国を治めた物部氏の大祖「饒速日命」が
祭神で、延喜式内社となった古社です。かつ
て日本武尊が東国征伐の折、７カ所に「天神
七代」を祀ったものを元禄時代に合祀し七
代天神宮と称しました。なお、源氏の守神
「八幡宮」社殿（1161年建立）が上宿平から
境内に移され現存しています。

にぎはやひのみこと

やまとたけるのみこと

馬坂城本郭❷

城主が采配を振る場所であり、城の中で最
も重要な空間です。周囲を堀や土塁などの
防御施設で守り固めています。馬坂城址保
存会の方々により、城址の説明書きや東屋
が設置してあります。

5段切岸❸

尾根を削って絶壁に分断し、斜面で敵の郭
への侵入を防ぐものです。５段構造になって
おり、一段の高さは4.5ｍ～7.5ｍほどです。

佐竹寺前天神林
お宝マップ看板

天神林町2404

❶

❹

❻

❺

❸
❷

61

至
太
田
市
街

外堀
内堀

字間坂

至瓜連

鶴ヶ池跡

佐竹寺

天神林町
集落センター

♪

●郭（曲輪）：城主や兵の駐屯、食料等を貯蔵する
　建物を建て、土塁や堀で囲まれた一区画。
●堀：地面を掘り下げ、敵の侵入を防いだもの。
●土塁：土を盛り上げ、敵の侵入を防いだり、矢・
　弾丸よけにした土手。

城郭用語解説
くるわ

START&GOAL

袖曲輪（西郭）の堀❻

袖曲輪（西部）の周囲は、幅3.8ｍ高さ8.5～
10ｍの堀で守られています。

馬坂城の歴史に
触れてみてください
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警
察
官
や
金
融
機
関
職
員
な
ど
が
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
を
預
か
っ
た
り
、
暗
証
番
号
を
聞
い
た

り
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
以

外
で
も
、
他
人
に
暗
証
番
号
を
教
え
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

こ
の
手
口
の
被
害
者
の
ほ
と
ん
ど
が
、
個
人
名
の
電
話
帳
に

掲
載
し
て
い
ま
し
た
。一人
暮
ら
し
の
高
齢
者
は
「
１
１
６
」

に
電
話
し
て
電
話
帳
へ
の
掲
載
を
や
め
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

手
続
き
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
ま
な
い
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
ま
す
。

困
っ
た
と
き
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

こ
の
よ
う
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
ら
、
す
み
や
か
に
電
話
を

切
り
、
太
田
警
察
署
（
73
‐
０
１
１
０
）
ま
た
は
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

事 

例
ア
ド
バ
イ
ス

消
費
生
活
相
談

◆
問
：
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
市
民
協
働
推
進
課
内 

70
‐
１
３
２
２
）

警
察
官
を
名
乗
る
人
物
か
ら
「
あ
な
た
の
口
座

が
悪
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
預
金
が
下
ろ

せ
な
く
な
る
の
で
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
作
り
替

え
る
必
要
が
あ
る
」
と
電
話
が
あ
っ
た
。「
新
し
い
キ
ャッ
シ
ュ

カ
ー
ド
を
作
る
の
で
カ
ー
ド
を
預
か
ら
せ
て
ほ
し
い
。
金
融

機
関
職
員
の
者
を
お
宅
に
向
か
わ
せ
る
。
暗
証
番
号
を
教
え

て
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ
、
暗
証
番
号
を
伝
え
た
。
身
分
証
明

書
を
首
に
提
げ
た
金
融
機
関
職
員
を
名
乗
る
男
が
来
た
の
で

キ
ャッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
渡
し
て
し
ま
っ
た
。

警
察
官
を
か
た
る
電
話

「
カ
ー
ド
預
か
り
ま
す
」
は
詐
欺
で
す
！

INFORMATION

子どもの成長･発達にとって悪影響を与えるばかりか、時には子どもの命に関わる深刻な問題です。
いち早く発見し、支援の手を差しのべるため、社会全体の協力が求められています。

◆児童虐待の種類：
●身体的虐待…殴る、蹴る、叩く、投
げ落とす、激しく揺さぶる、やけどを
負わせる、溺れさせる、首を絞める、
縄などにより一室に拘束するなど
●性的虐待…子どもへの性的行為、性
的行為を見せる、性器を触る・触らせる、
ポルノグラフィの被写体にするなど
●ネグレクト…家に閉じ込める、食事を
与えない、ひどく不潔にする、自動車
の中に放置する、重い病気になっても
病院に連れて行かないなど
●心理的虐待…言葉による脅し、無視、
きょうだい間での差別的扱い、子ども
の目の前で家族に対して暴力をふるう

（ＤＶ）、きょうだいに虐待行為を行うな
ど

◆未然に防止するためには：
地域全体で子どもを育て、家族を支え
ていくことが、子どもの虐待の未然防
止に繋がります。地域の中であいさつ
や優しいまなざしをおくるなど、ちょっ
とした行動が親子の支えになることも
あります。地域全体で子育て中の家族
を温かく見守りましょう。

◆妊娠・子育て中は一人で悩まずに：
妊娠や子育て中は、誰もがさまざまな
不安や心配を感じる時があります。ひ
とりで悩まずにご相談ください。

◆相談・通告先：
●虐待かもと思ったら
・家庭児童相談室（内線１６４）
・県日立児童相談所（2２‐０２９４）
・児童相談所全国共通ダイヤル（１８９）
●出産や子育てに悩んだら
・健康づくり推進課（73‐１２１２）
・家庭児童相談室（内線１６４）

◆「虐待かも？」と思ったら：
虐待されている子どもは、自ら助けを
求めることができません。表面化しにく
い虐待をいち早く発見し、支援を図る
ためには、地域の皆さんの“気付き”
が重要となります。「虐待かも？」と思っ
たら、ためらわずに行動を起こしましょ
う。通告者の秘密は固く守られます。

児童虐待は社会全体で解決すべき問題です
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＊ご案内の内容は中止・変更になる場合があります。

常陸太田市からのお知らせ

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◆
持
参
す
る
物
：
年
金
関
係
の
書
類
（
年

金
証
書
、
年
金
手
帳
等
、
年
金
の
種
類
・

加
入
期
間
の
わ
か
る
も
の
）

＊
代
理
の
方
が
相
談
す
る
場
合
に
は
、

委
任
状
が
必
要
で
す
。

◆
申
込
方
法
：
前
日
ま
で
に
電
話
で
予

約
を
し
て
く
だ
さ
い
（
完
全
予
約
制
）。

＊
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

◆
申
：
水
戸
北
年
金
事
務
所
お
客
様
相

談
室
（
０
２
９
‐
２
３
１
‐
２
２
８
３
）

◆
問
：
保
険
年
金
課
年
金
医
療
係
（
内

線
１
１
７
・
１
１
８
）

だ
さ
い
。

◆
申
・
問
：
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
茨
城
県

連
盟
第
31
団 

川
﨑（
72
‐
０
１
９
６
／
０

９
０
‐
４
３
８
０
‐
２
３
１
８
）

◆
と
き
：
12
月
３
日
（
木
）
午
前
10
時

〜
午
後
３
時
（
受
付　
午
前
９
時
30
分

〜
）

◆
と
こ
ろ
：
市
役
所
本
庁
３
階
大
会
議

室◆
相
談
員
：
水
戸
北
年
金
事
務
所
職
員
、

社
会
保
険
労
務
士

＊
共
済
年
金
に
つ
い
て
は
、
お
答
え
で
き

目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。一緒
に
活

動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
入
団
説
明
・
ク
リ
ス
マ
ス
会
】

◆
と
き
：
12
月
20
日
（
日
）
午
前
10
時

◆
と
こ
ろ
：
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

◆
対
象
：
５
歳
児
〜
小
学
６
年
生
の
女

の
子
と
保
護
者

＊
親
子
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
内
容
：
入
団
説
明
・
ク
ラ
フ
ト
作
り
・

ケ
ー
キ
作
り

◆
持
参
す
る
も
の
：
筆
記
用
具
・
エ
プ

ロ
ン

◆
申
込
期
限
：
12
月
17
日
（
木
）

◆
申
込
方
法
：
電
話
で
お
申
し
込
み
く

市
の
物
品
納
入
・
役
務
の
提
供
・
印
刷

製
本
等
の
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
方

の
追
加
受
付
を
行
い
ま
す
。

◆
今
回
の
申
請
が
必
要
な
方
：

●
市
の
入
札
参
加
資
格
を
取
得
し
て
い

な
い
方

●
入
札
参
加
希
望
業
種
を
追
加
し
た
い
方

◆
受
付
期
間
：
12
月
１
日
（
火
）
〜
７

日
（
月
）
消
印
有
効

◆
申
請
方
法
：
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
指
定
の
様
式
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
書
留
郵
便
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

＊
持
参
や
普
通
郵
便
等
に
よ
る
申
請
は

受
理
し
ま
せ
ん
。

◆
有
効
期
間
：
令
和
3
年
1
月
1
日
〜

令
和
５
年
９
月
30
日

＊
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
申・問：契
約
管
財
課
契
約
検
査
係（
内

線
３
２
３
・
３
２
４
）

自
然
体
験
・
国
際
交
流
・
奉
仕
活
動
な

ど
の
体
験
を
と
お
し
て
「
自
分
で
考
え
、

自
分
で
行
動
す
る
素
敵
な
女
の
子
」
を

物
品
役
務
等
の
入
札
参
加
資
格
の

申
請（
追
加
）を
受
け
付
け
ま
す

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
団
員
を
募
集

年
金
相
談

市議会定例会

＊休会日以外すべて午前10時から開会します。
＊12月定例会で審査される請願の提出期限は、１１月24 
日（火）午後5時です。
＊新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、傍聴の際
は、マスクの着用（各自で用意）をお願いします。また、発
熱や咳がでるなど体調がすぐれない方は、傍聴をご遠
慮願います。
＊日程、時間等は変更になる場合があります。
◆問 ： 議会事務局（内線４３２・４３３）

月日 議事予定

１２月1日（火） 本会議（開会・議案説明）

１２月2日（水） 休会（議案調査）

１２月3日（木） 本会議（一般質問）

１２月4日（金） 本会議（一般質問）

１２月５日（土）
～６日（日） 休会

１２月12日（土）
～13日（日） 休会

１２月7日（月） 本会議（議案質疑）

１２月8日（火） 常任委員会（総務）

１２月9日（水） 常任委員会（文教民生）

１２月10日（木） 常任委員会（産業建設）

１２月11日（金） 休会（議事整理）

１２月14日（月） 休会（議事整理）

１２月15日（火） 本会議（委員長報告・採決・閉会）

● 金砂郷支所 76-2111　● 常陸太田市役所 72-311121



◆利用できる方：本市に住民登録している方で、利用者証明
用電子証明書を搭載したマイナンバーカードをお持ちの方
＊カード取得時に設定した、利用者証明用電子証明書の４桁
の暗証番号が必要です。
＊通知カード、住民基本台帳カード、印鑑登録証では利用で
きません。
◆利用可能時間：午前６時30分～午後11時
＊12月29日～１月３日、メンテナンス時を除く
◆利用可能なコンビニエンスストア：全国のセブンイレブ
ン、ローソン、ファミリーマート、ミニストップ、セイコーマートなどマルチコピー機を設置している店舗
＊利用方法は、各店舗のマルチコピー機の操作手順に従ってください。
◆注意事項：
○マイナンバーカードの交付日、住所異動・氏名の変更から数日間は、情報連携に時間を
要するため、コンビニ交付ができない場合があります。
○コンビニで交付した証明書の交換や手数料の返金はできません。
○条例などにより手数料が免除される場合でも、コンビニ交付サービスを利用して証明書を
取得する場合、交付手数料がかかります。
○利用者証明用電子証明書の４桁の暗証番号を忘れてしまった場合は、暗証番号再設定の手
続きが必要となります。本人がマイナンバーカード、本人確認書類（運転免許証など）を持参し、
市民課または各支所で手続きをしてください。
○市役所窓口で印鑑登録証明書を取得する場合は、必ず印鑑登録証の提示が必要となります（コンビニ交付では必要ありません）。
○税証明は、証明年度の１月１日に住民登録があり、課税情報のある方が取得できます。
◆問：
マイナンバーカードの申請について…市民課市民窓口係（内線１３２）
住民票、印鑑登録証明書について…市民課市民窓口係（内線１２２・１３０）
所得証明書、課税証明書について…税務課市民税係（内線２１１・２１３）

令和３年２月１日から、マイナンバーカードを利用して、全国のコンビニエンスストアで休日や夜間などでも各種証
明書が取得できるコンビニ交付サービスを開始します。このサービスを利用するには、マイナンバーカードが必要
となりますので、まだ申請がお済みでない方は、早めに申請をお願いします。

マイナンバーカードを利用した
証明書コンビニ交付サービスを開始します

◆取得できる証明書・取得できる範囲：

種類 手数料 取得できる範囲

住民票の写し

印鑑登録証明書

所得証明書

課税（非課税）証明書

本人、同一世帯の方

本人（印鑑登録をしている方のみ）
１件300円

本人 
（現年度〈前年中の所得〉分のみ）

市役所本庁に設置してある証明書自動交付機は、令和３年３月31日で廃止となります。証明書自動交付機廃止後の証明書取得は、マイナン
バーカードを使ったコンビニ交付サービスをご利用いただくか、窓口で直接請求してください。ご迷惑をおかけしますが、ご理解いただきま
すようよろしくお願いいたします。
◆問：市民課市民窓口係（内線１３２）

証明書自動交付機廃止のお知らせ

マイナンバーカードをオンラインで申請できる窓口を開設しました。マイナンバーカードを申請したいけど手続が分からない方な
ど、職員が申請をサポートします。ぜひご利用ください。
◆とき：平日　午前8時30分～午後5時15分
◆ところ：市役所本庁１階「マイナンバー制度総合支援窓口」（市民相談窓口隣）
金砂郷支所（76-2116）／水府支所（85-1111）／里美支所（82-2111）
◆持参するもの：
・国から通知カードと共に送付された「個人番号カード交付申請書兼電子証明書発行／更新申請書」
・本人確認書類（運転免許証など）
＊マイナンバーカードの写真は窓口で撮影します。
◆問：総務課総務行政係（内線339）

マイナンバーカードの申請窓口を開設しましたマイナンバーカードの申請窓口を開設しました
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特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
、
訪
問
介
護
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
展

開
す
る
社
会
福
祉
法
人
翔
馬
会
。
介
護

を
必
要
と
さ
れ
る
方
の
生
活
を
支
援
す

る
こ
と
で
、
そ
の
方
ら
し
い
生
活
が
継
続

で
き
る
よ
う
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
そ
の
方
が
そ
の
人
ら
し
く
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
生
活
で
き
、
ま
た
家
族

も
安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
法
人

全
体
で
柔
軟
な
ケ
ア
を
提
供
。「
え
み
の

里
」
を
は
じ
め
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

で
は
、
家
庭
的
な
雰
囲
気
で
一
人
ひ
と
り

の
生
活
リ
ズ
ム
を
大
切
に
し
、
レ
ク
活

動
・
リ
ハ
ビ
リ
を
と
り
入
れ
た
生
活
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
人
の
痛
み・悩
み
・

苦
し
み
が
わ
か
る
感
性
を
大
事
に
し
ま

す
。」
を
基
本
理
念
に
、
利
用
者
に
満
足

し
て
も
ら
え
る
質
の
高
い
ケ
ア
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

地
域
に
根
付
い
た

福
祉
事
業
の
展
開

常
陸
太
田
市
に
は
、
各
分
野
で
活
躍
す
る

輝
く
企
業
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。こ
の
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
そ
ん
な
輝
く
企
業
の
「
魅
力
」

を
ご
紹
介
！
地
元
就
職
を
考
え
て
い
る
学

生
さ
ん
も
必
見
で
す
！

社会福祉法人翔馬会

特別養護老人ホームえみの里
えみの里施設：徳田町 143
すぎの木施設：徳田町 306

《企業データ》
代表者：理事長 大森英俊
資本金：7,106万円
TEL：70-7151

常
陸
太
田
の

　
　
　
　
　   

を

紹
介
し
ま
す
！

輝
く
企
業

太田あすなろ保育園

リ
ズ
ム
に
の
っ
て
え
ん
そ
う
♪

鼓
笛
隊
を
ひ
ろ
う
し
ま
し
た
！
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市内に住所を有する令和 2年 1月生まれのお子さん（1月号掲載分）
12月 10日（木）
お子さんの氏名（ふりがな）・性別・生年月日・住所、応募者（保護者）の氏名、電話番号
広報広聴課　〒313-8611 常陸太田市金井町 3690（内線 303・304）

満１歳のお子さんの写真大募集！！
１歳の記念にお子さんやお孫さんの写真を市報に掲載してみませんか？右下の QR コードを読み込んで
スマートフォンで撮影した写真を送ってください。「市ホームページ」→「広報・広聴」→「広報」→「はじめての
誕生日申し込み」からでも OK です。もちろんプリントした写真を郵送していただいても大丈夫！！下記の
広報広聴課までお送りください。※応募された写真は返却いたしませんのでご了承ください。

対　　象
〆　　切
必要事項
問

第２代「ひたちおおたスマイルメイツ」の3人をお披露目しました。これから、本市の魅力を多くの方に知ってもらえるよう、
さまざまな場所で笑顔いっぱいにPRしていきます。公式マスコットキャラクターのじょうづるさんとも息ぴったりです♪

表紙に
よせて

広報ひたちおおた　発行／常陸太田市　編集／広報広聴課　72-3111（内線 303・304）

関穂華ちゃん11 月 4日生まれ／赤土町

ほのか 井坂心陽ちゃん11 月 5日生まれ／花房町

こはる

小林陸くん11 月 16日生まれ／内田町

りく 笹川柊晴くん11 月 19日生まれ／馬場町

しゅうせい

福地桧菜乃ちゃん11 月 30日生まれ／幡町

ひなの

田山陽絆くん11 月 7日生まれ／天神林町

はるき

おめでとうございます

ワウアネラちゃん11 月 5日生まれ／大中町

鈴木慎芽ちゃん11 月 26日生まれ／真弓町

みつめ猿田義翔くん11 月 25日生まれ／東連地町

よしと鈴木悠冬くん11 月 25日生まれ／真弓町

ゆうと

11月で１歳です

はじめてのお誕生日


